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はじめに

2022 年 10 月、国連は、パリ協定参加国の現在のコミットメントを考慮
した場合、地球の気温は今世紀末までに 2.5 度上昇する見込みであると
予測した。2 この流れを逆転させるために、組織は大局的な視点から考え
ていく必要がある。

多くの組織が 2050 年までの排出量ゼロ達成をコミットしているが、 
ほとんどの計画は具体性に欠けている。また、単一の組織よりも大きな
影響力を持ち、有効で効果的な取り組みを遂行できる組織の連合体も極
めて少ない。さらに、たとえネットゼロの目標が達成できたとしても、そ
の影響は小さすぎて、手遅れになる可能性がある。環境保護の課題への
取り組みの緊急性が増す中で、利害関係者は、果たしてリーダーにサス
テナビリティーの目標があるのか、ないのか、固唾をのんで注視して
いる。

数十年の間、多くのリーダーたちが、地球を住みやすい気温に保つ

ために何が必要かについて議論してきた。科学者たちは、産業革命

以前の水準よりも 2℃高い気温を目標に掲げている。1 こうした終わ

りのない議論の一方、行動は遅々として進まず、気温は上昇の一途

をたどっている。

迫り来る火の手

洞察

2.5°

環境保護の課題への取り組みの緊急性が増す

中で、利害関係者は、果たしてリーダーに 

サステナビリティーの目標があるのか、

ないのか、固唾をのんで注視している。
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例えば、IBM Institute for Business Value（IBV）が最近行った消費者
調査では、消費者は環境への影響を減らすために習慣を変えつつあるこ
とが判明した。調査対象のほぼ 3 人に 2 人（64％）は、直近で購入した
商品のうち半分以上が、環境的に持続可能または社会的責任のあるブラ
ンド製品で占められていると回答している。この数字は、インド（75％）
と中国（76％）において、さらに高くなっている。3

さらに、消費者の約半数（49％）は、持続可能または社会的責任のある
ブランド製品に平均 59％のプレミアムを支払うと回答しており、所得階
層を問わず消費者が自らの負担でサステナビリティーを支持する意思を
持っていることを示している。４

また、個人の就職活動においても、サステナビリティーを優先する傾向
が見られる。IBV の調査によれば、3 人に 2 人以上の回答者が、持続可
能であると考える企業からの求人に応募し、受諾することを望んでいる
と回答した。また、過去 1 年間に転職した人の約 3 人に 1 人（34%）が、
持続可能な組織や、社会的責任のある組織に転職した際、より安い給与
を受け入れたと回答している。5

しかし、個人から受けるプレッシャーは、取締役会、投資家、エコシス
テム・パートナーからの要求に比べればはるかに小さい。IBV の 2022 年
CEO 調査では、顧客よりも取締役会からサステナビリティーのプレッ
シャーを受けていると答えた CEO が、それ以外の CEO よりも 5 倍も多
いことが明らかになった。その結果、約半数の CEO が、今後 2 ～ 3 年の
間にサステナビリティーを高めることが組織の最優先事項の 1 つである
と回答し、2021 年の約 3 分の 1 から上昇した。これは、前年比で 37%
の増加を示している。6

このような取り組みが強化されることは望ましいことだが、この先、善意だけ
で企業の取り組みを進めることは難しい。IBV が経営幹部を対象に行った別の
調査では、86% が自社にサステナビリティー戦略があると答えたものの、その
戦略に基づいて行動しているのはわずか 35% だった。また、サステナビリ
ティーの目標や指標をビジネス・プロセスに組み込んでいるのは、3 人に 1 人
しかいなかった。8

手遅れになる前に、持続可能なビジネスの実現に必要なこととは何か？サステ
ナビリティー戦略を再構築し、気候変動という複雑な問題の解決に向けてより
大きな前進を遂げるために、組織が今すぐ実行できる 5 つのステップをご紹介
する。

5 倍
の CEO が、顧客よりも取締役会から

サステナビリティーのプレッシャーを

受けていると答えた。７

以上 
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サステナビリティーを 
ビジネス・チャンスとして捉える

多くの CEO が、サステナビリティー目標を達成するために、ビジネスの
業績を犠牲にする必要はないことを理解している。サステナビリティー
を単なるコストでなく、チャンスと捉えているのである。実際、80% 以
上の CEO が、サステナビリティーへの投資によって 5 年以内に業績が向
上すると回答している。9

ただし、その成果がどのようなものかについては、いまだに疑問符がつ
く。半数以上（57%）の CEO は、サステナビリティー目標を達成するた
めの最大の課題として、ROI の不明瞭さと経済的障壁を挙げている。10 こ
れらの目標を、最初の段階から幅広い戦略的目標に組み込むことで、サ
ステナビリティーがもたらすビジネス価値を明確化することができる。

#1 サステナビリティーによる 

ビジネス成果が見えてきた。

洞察

83%

3 年以内

1 年以内

すでに 
達成 9%

5 年以内

5 年後以降

10%

32%

32%

17%

の CEO が、5 年 以 内 に 
サステナビリティーへの
投資がビジネス業績の 
改善をもたらすと期待 
している

出典：「CEO スタディ 2022 変革を起こす覚悟 - トップ主導の SX が企業価値を向上させる -」
IBM Institute for Business Values. September 2022.
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データとデジタル・テクノロジーの
潜在力を活用する

デジタル・テクノロジーはリーダーに、サステナビリティー・トランス
フォーメーション（SX）実現への道筋をつけるために必要なデータ、そ
してその道筋を可能にするツールを提供することができる。しかし、CEO
の 44% は、データから得られる洞察の欠如を、組織のサステナビリ
ティー目標を達成するための最大の課題として捉えており、35% はテク
ノロジーの障壁を主要な課題として挙げている。11

AI やクラウド、ブロックチェーンなどのテクノロジーは、組織が持続可
能なオペレーションに情報を提供し、イノベーションの誘発に必要な
データと洞察にアクセスするのに役立つ。オープン・スタンダードと相
互運用性によって促進される高度なデータ管理能力は、リーダーがサス
テナビリティーの成果を改善する上で大きな役割を果たす。

洞察

ROI の不明瞭さと
経済的障壁

57%
データから得られる
洞察の欠如

44%
規制の障壁

43%
テクノロジーの
障壁

35%

サステナビリティー目標達成のための 

CEO の最大の課題。

出典：「CEO スタディ 2022 変革を起こす覚悟 - トップ主導の SX が企業価値を向上させる -」
IBM Institute for Business Values. September 2022.

#2
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組織の構造とプロセスに 
サステナビリティーを実装する

また、明確で一貫性のある有用な基準は、組織がサステナビリティー中
心のビジネス・プロセスを導入・運用する上で大きな役割を果たす。も
し、リーダーが自らの目標を知らず、利害関係者からどのように評価さ
れるかが分からなければ、正しい方針に従って変革を起こすことは難
しい。

サステナビリティーがビジネス戦略に不可欠な要素ならば、事業構造を
通じて意図的に強化されるだろう。これには、報酬の体系、企業のチェ
ンジ・マネジメント・プログラム、従業員への積極的な働きかけなどが
含まれる。測定できて初めて管理が可能となる。従って、リーダーはチー
ムが達成すべき明確な目標を設定し、それを伝えなければならない。

洞察

もし、リーダーが自らの目標を知らず、利害関係者から 

どのように評価されるかが分からなければ、正しい方針に

従って変革を起こすことは難しい。

#3
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組織全体にわたって 
サステナビリティーを 
活性化させる

組織は、サステナビリティーを組織全体の共通の責任事項として扱う必
要がある。サステナビリティーの責任を一個人に負わせると、それがチー
フ・サステナビリティー・オフィサーであれ、その他のリーダーであれ、
ほとんどの組織が目標を達成できる前提となる大規模な企業変革の誘発
が妨げられてしまう。

CEO、COO、CFO、CTO、そして CIO が、サステナビリティーの課題に
対してより直接的かつ全体的な責任を負うことが必要である。すでに、企
業がこのアプローチを採用する兆しがある。例えば、CIO は、今後 3 年
間でテクノロジーが最も大きな影響をもたらす分野として、サステナビ
リティーを挙げている。12

洞察

サステナビリティー

42%

34%
38%

セキュリティーと
リスク

プロセス自動化

CIO は、今後 3 年間でテクノロジーが最も大きな影響を 

もたらす分野として、サステナビリティーを挙げている。

出典：「CIO スタディ 2021 CIO 革命 - 障壁を打ち破り、価値を生み出す -」
IBM Institute for Business Values. November 2021.

#4
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サステナビリティー目標達成の 
ために、エコシステム・パートナー
とサプライヤーを巻き込む
いかなる組織も、単独で気候変動を抑制することはできない。大きな変
革を実現するためには、リーダーが協力して具体的な目標を設定し、成
功の指標を明確に定義し、取り組みの進捗を共同で報告する必要がある。

多くの企業は、この目標の達成に向け、パートナーとの共創を開始し、新
たなビジネス・プラットフォームを開発し、共にイノベーションを追求
している。また、サプライヤーと協働して業務の可視化を図り、パート
ナーのみならず競合他社とさえも連携して、サプライチェーンの各所で
サステナビリティーの向上、リスクの低減、そして効率性の向上を図っ
ている。

洞察

いかなる組織も、単独で気候変動を抑制することは

できない。
#5
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起死回生をかける

今日、多くのリーダーが、持続可能な未来への
有意義な一歩を踏み出さなければ、将来の可能
性はますます狭められるだろう。そして、地球
環境の厳しさが増すにつれ、利害関係者も同様
に変化していくだろう。消費者、投資家、そし
てパートナーは、この生存の危機に際して、困
難を乗り越えようとする企業には報い、そうで
ない企業を見限るだろう。
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